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1. IRRBB 1の移行スケジュール

 従来のアウトライヤー基準に代わって「重要性テスト」が導入され、ΔEVE、ΔNIIの計測や計測結果に基づく金利リスク管理の高度化が求
められています。

2017年6月 金融庁告示・
監督指針改定案

2016年4月 国際合意
基準文書

国際合意上の
適用開始時期

2018年3月

2019年3月

重要性テスト

ΔEVE
6シナリオ

ΔNII
2シナリオ

重要性テスト
ΔEVE

複数シナリオ

2020年3月
ΔNII

2シナリオ

ΔNII
2シナリオ

ΔEVE
2シナリオ

準
備
期
間

準
備
期
間

内部モデルの適用
コア預金,定期預金,固定金利貸出

コア預金
内部モデル

プリペイ率の内
部モデルは重要
性に応じた順次
考慮も認められ
る

国内基準行の
ΔEVE 本格開始

国内基準行の
ΔNII 本格開始

国際統一基準行
の本格開始

金融庁告示・
監督指針改定

アウトライヤー
基準

アウトライヤー
基準

本
格
開
始

八十二 群馬 横浜 千葉 静岡 北國
滋賀 中国 伊予 山口 名古屋 国際統一基準行 国内基準行

本
格
開
始

経済価値変化額 純金利収入変化額

△EVE △NII

共通金利ショックシナリオ 今期 前期 今期 前期

パラレル上昇

パラレル下落

スティープ化

フラット化

短期金利上昇

短期金利下落

最大値

期 今期 前期

Tier1額

（注）1. IRRBB：Interest Rate Risk in Banking Book、 銀行勘定の金利リスク
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2. IRRBBによる変更点

 利用者行動に係る内部モデルの適用是非と適用範囲・時期が、ALM所管部署にとっては体制整備上の重要論点と言えます。

金利リスク量

重要性テストアウトライヤー基準

標準的金利ショック
によって生じる
銀行勘定の経済価値
の変化

＞20%
自己資本の額

アウトライヤー
比率 ＝

重要性テスト

ΔEVE

＞15%
TierⅠ資本

＝
ΔEVE

＞20%
自己資本の額

＝
ΔEVE

国際統一
基準行

国内基準行

ΔNII

経済価値低下
に係る監督上
の基準値

金利リスク量の
計測における
内部モデルの
活用分野

流動性預金
コア預金

定期預金
早期解約

固定金利貸出
早期償還

コア預金
内部モデル

定期預金
内部モデル

固定金利貸出
内部モデル

FSA保守的かつ簡便な手法

FSA手法 考慮しない

流動性預金
コア預金

コア預金
内部モデル

FSA手法

2シナリオ6シナリオ

モニタリング

ΔEVE
通貨相関

内部モデル
による考慮

考慮せず

高度・有利

定期預金,貸出等の行動
オプションは考慮せず

高度・有利

金利ショック ショック幅は通貨毎に当局設定
6シナリオ …1.パラレル上昇 2.パラレル下落 3.スティープ化 4.フラット化

5.短期金利上昇 6.短期金利低下

200bpまたは過去5年間の1%・99%タイル値
2シナリオ …パラレル上昇 パラレル下落

ワーストΔEVE
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3. 銀行勘定金利リスク管理IRRBB・ALM高度化に関連する弊社MURCの取組み

【第2の柱】
経済価値変化額（ΔEVE） と
純金利収益変化額（△NII） の
モニタリング&コントロールの浸透

↓
【内部管理】
銀行勘定ALMのあり方にも影響し
NIIに着目した期間損益アプローチ
が重要性を増す

三菱UFJリサーチ&コンサルティングの提供サービス

テーマⅠ コア預金モデル手法 構築支援

過去の利用者行動から、将来長期滞留預金を認定する
流動性預金のコア預金モデルを構築します

IRRBB計測手法

6通りの共通金利ショックシナリオ

IRRBB計測

銀行ALMへの影響

流
動
性
預
金

コア預金モデルの見直し

テーマⅡ 預貸プリペイメント率 計測支援

固定金利預貸のベースライン推定値の貴行設定を展望し、
貴行ヒストリカルデータから、定期預金・ローンのプリペイ率
を実績計測し、モデル化する手法・ツールを構築します

国際統一基準行の場合、初回は
2019年3月期 2018年3月期
について要計測

IRRBB … Interest Rate Risk in the Banking Book MURC

ベースライン推定値の内部計測行
動
オ
プ
シ
ョ
の
あ
る
預
貸

【固定金利定期預金】
ベースライン中途解約率

（TDRR）

【固定金利ローン】
ベースラインプリペイ率

（CPR）

テーマⅢ 動態B/SによるNII分析手法 構築支援

シナリオ別に将来B/Sを予測の上、将来NII・総合損益を予測し、
NIIの金利感応度を分析する手法を構築します

通貨： シナリオ別の影響額

経済価値変化額 純金利収益変化額

△EVE △NII

共通金利ショック 今期 前期 今期 前期

シナリオ (19/03) (18/03) (19/03) (18/03)

パラレル上昇

パラレル下落

スティープ化

フラット化

短期金利上昇

短期金利下落

最大

期 今期 前期

（2019年3月期） （2018年3月期）

Tier1額

コア預金の計測 標準的ﾌﾚｰﾑﾜｰｸ上限

区分,数値は 金額 平均 構成比 平均満期

仮設例 構成比 満期 の上限 の上限

リテール
/取引

1,000 56% 4.2年 90% 5.0年

リテール
/非取引

300 17% 3.0年 70% 4.5年

ホールセール 500 28% 2.5年 50% 4.0年

合計 1,800 100% 3.5年
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4. コア預金モデル手法 構築支援 （1）コア預金内部モデル手法とは

明確な金利改定間隔がなく、預金者の要求によって随時払い出される預金（要求払い預
金）のうち、引き出されることなく長期間銀行に滞留する預金

コア預金

コ
ア
預
金
計
測
手
法

a. ⅰ）過去5年の最低残高、ⅱ）過去5年の最大年間流出量を現残高から差し引いた残高、
又はⅲ）現残高の50%相当額のうち、最小の額を上限とし、満期は5年以内（平均2.5 年
以内）として銀行が独自に定める。

b. 銀行の内部管理上、合理的に預金者行動をモデル化し、コア預金額の認定と期日への
振分けを適切に実施している場合は、その定義に従う。

標準的手法
（FSA手法）

内部モデル
手法

ΔEVE（※）の最大値が自己資本の額の20%を超えないこと（国内基準行）
→コア預金の定義によって、計算されるリスク量が大きく変動することを理解し、

コア預金の内部定義を適切に行い、バックテスト等による検証を行っているか。

（※）上方パラレルシフト、下方パラレルシフト、スティープ化の金利ショックに対する経済的価値の減少額

重要性テスト

旧アウトライヤー基準における計測手法定義 1

 コア預金とは、流動性預金のうち預金取扱金融機関に長期間滞留する預金を指します。

 旧アウトライヤー基準では、コア預金の計測方法は、標準的手法（FSA手法）、内部モデル手法に大別されていました。
現在の「重要性テスト」では明確な計算方法の記載がありませんが、基本的に計測手法は踏襲されています。

（出所） 金融庁「総合的な監督指針」

（注）1. 現在の監督指針では計測手法の明確な記載はなく、各金融機関で要判断も、基本的にはこれまでの計測手法を踏襲
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4. コア預金モデル手法 構築支援 （2）コア預金モデル導入の意義

 流動性預金のコア性（預金取扱金融機関に長期間滞留する性質）を高めることは、低利での長期資金調達効果をもたらし、ALM収益を拡
大します。コア預金モデルは、流動性預金のコア性を保守的に計測するインフラの役割を果たします。

コア預金内部モデル手法
－貴行庫データに基づくコア性の計測－

貴行庫データを分析 貴行庫のコア性を計測

コア預金モデル導入により、コア性を強みと
した収益拡大をねらうことができる

標準的手法
平均満期
1.25年

内部モデル手法
平均満期
2～5年程度

 店舗網,ALM網の整備
 ATM利用時間帯の拡大
 ATM時間外手数料の優遇
 自動入金,自動引落し
 インターネットバンキング
 銀行の信用力の向上
 顧客満足度の向上

／等

 残高の増加基調
（平均増加率の維持）

 残高の安定化
（ボラティリティの低下）

 金利競争によらない流動性
預金の増加
（市場金利追随率の低下）

／等

コア性の計測流動性預金の利便性向上 コア性の高まり

流動性預金は膨大なコストが
かかる商品

→本来、効果測定をするべき

顧客利便性を高めて、流動性預金のコア性が
高まるのならば、低利での長期調達効果となる

コア預金モデルの活用

リスク管理
分野

 銀行勘定金利VaRの算出

 金利ショックによる経済価
値変化（⊿EVE）算出

ALM運営  調達側の実質満期を踏ま
えた運用戦略

 長短ミスマッチ収益の確保

収益管理  実質満期を踏まえた仕切
りレート運営

 営業店収益,顧客別収益に
反映

意義①

意義②
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4. コア預金モデル手法 構築支援 （3）MURCのコア預金モデル

複数手法
（3×2）

最低残高の計測
Volume At Risk マチュリティ・ラダーの計算

ヒストリカル手法

 残高変化率の99%タイル値を用いて
最低残高を計測する方法

解析解手法

 下式により最低残高を求める方法

シミュレーション手法

 将来金利パスから99%タイル最低残高を
シミュレーション

差額法

逓減法









⋅⋅⋅⋅= tVVaRt 33.2t)
2

-(exp
2

0 σσµ －

金利モデルを用いて将来金利パスを発生

MURCツールの特徴

 複数手法に対応

 金利データは日次
データを使用

 残高データは月次 or
日次データを使用

 預金区分毎（商品×
人格など）に計測

ヒストリカル型

ドリフト・ボラティリティ型

金利ファクター型

 MURCのコア預金モデルは、複数手法によるコア預金計測を特徴としています。

 コンサルティングを通して、貴行庫の実情に相応しい採用手法をご提案し、他の手法は複眼的モニタリングに活用します。
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 コア預金内部モデル手法について、貴行庫データに合致したMURCツールを構築・ご提供し、内部モデル手法の運用に向けた体制整備を
サポートします。

4. コア預金モデル手法 構築支援 （4）MURCご支援プログラム

いずれの金融機関でも一律1.25年
の流動性預金平均満期

↓

貴行庫における流動性預金の長期
滞留状況を反映していない

標準的手法の課題

①手法のレクチャー

②コア預金の計測

③計測結果の検証

④採用手法のご提言

MURCプログラムの手順

MURCツール手法

コア預金内部モデル手法の運用
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5. 預貸プリペイメント率 計測支援 （1）背景

 バーゼル銀行監督委員会の銀行勘定の金利リスク（IRRBB）最終文書では、行動的オプション性を有する金融商品として、固定金利コミッ
トメントライン、流動性預金に加えて、固定金利定期預金の中途解約率（TDRR）、固定金利貸出の期限前返済率（CPR）を挙げています。
銀行には、自らの過去実績に基づいたプリペイメント率を計測する取り組みが期待されます。

【固定金利定期預金】
ベースライン中途解約率
（TDRR） Term deposit redemption rate

【固定金利ローン】
ベースラインプリペイ率
（CPR） The conditional prepayment rate

定期預金の中途解約率、貸出金の期限前返済率を
預貸の「プリペイメント率」と総称します

（※数値は仮設例） 合計 O/N ～3M ～6M ～1Y ～2Y ～3Y ～5Y ～7Y ～10Y 10Y～

資 短期資金 43,803 43,803

貸出金 694,949 411,848 8,110 11,822 15,635 45,161 43,113 51,162 29,402 78,697

産 　事業性 422,513 318,382 6,240 9,074 11,971 16,133 15,613 19,209 8,491 17,400

　ローン 272,436 93,465 1,869 2,748 3,664 29,028 27,500 31,954 20,911 61,297

有価証券 357,559 32,481 12,849 12,849 12,849 49,776 49,776 61,696 22,793 81,364 21,127

その他資産 7,454 7,454

固定資産 14,034 14,034

負 短期負債 8,708 8,708

流動性預金 472,690 144,186 6,706 6,109 10,856 18,121 15,219 25,358 20,776 225,361

債 定期性預金 490,584 92 134,941 112,907 145,172 45,014 38,316 14,142

その他負債 16,739 16,739

コア預金内部モデル手法

(数値は仮設例)
固定貸出 住宅 変動金利住宅ローン 2.5%
CPR 固定金利住宅ローン 2.5%

アパ 変動金利アパマンローン 3.0%
マン 固定金利アパマンローン 3.0%

一 固 スワップ固定均等1Y 5.0%
般 定 スワップ固定均等5Y 3.0%
貸 スワップ固定均等10Y 3.0%
出 スワップ固定一括1Y 2.0%

スワップ固定一括5Y 6.0%
スワップ固定一括10Y 20.0%

変 スプレッド固定均等1Y以下 4.0%
動 スプレッド固定均等1Y-5Y 8.0%

スプレッド固定一括1Y以下 4.0%
スプレッド固定一括1Y-5Y 8.0%

定期預金 ｽｰﾊﾟｰ定期1Y以下 10.0%
TDRR ｽｰﾊﾟｰ定期1Y-3Y 8.0%

ｽｰﾊﾟｰ定期5Y以上 5.0%

大口定期1Y以下 6.0%
大口定期1Y-3Y 6.0%
大口定期5Y以上 1.0%

変動金利定期預金 2.0%

 銀行勘定金利リスク管理において、預貸の実質満期の把握は、適切な金利リスク計測を行う上で、基礎となります。コア預金モデルにより
流動性預金の実質満期を計測する取り組みは普及しましたが、定期預金・貸出金については、名目満期に留まる銀行が多いのが現状で
す。プリペイメント率計測を行い、定期預金・貸出金についても実質満期を計測する取り組みが求められます。
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5. 預貸プリペイメント率 計測支援 （2）実績値の計測

前月末

区分 ｽｰﾊﾟｰ定期3年 残存月数
基準月 取得ファイル 0ヶ月 1ヶ月 2ヶ月 3ヶ月 4ヶ月 5ヶ月 6ヶ月

計数 基準日

2008/12 資満200812.xlsm 期落額 278,837 33,481 19,324 18,082 23,507 22,810 19,273

2009/01 資満200901.xlsm 期落額 270,582 18,826 17,285 22,460 21,583 18,582 23,711

2009/02 資満200902.xlsm 期落額 279,036 19,193 22,879 22,220 18,692 23,989 30,245

2009/03 資満200903.xlsm 期落額 272,636 23,721 21,543 18,312 22,942 29,973 24,809

2009/04 資満200904.xlsm 期落額 283,922 22,179 18,869 23,927 29,733 25,585 21,015

2009/05 資満200905.xlsm 期落額 278,982 18,349 23,445 29,519 24,941 20,364 20,493

2009/06 資満200906.xlsm 期落額 281,389 23,287 29,327 24,964 20,503 20,391 20,283

2009/07 資満200907.xlsm 期落額 282,748 29,151 24,530 20,369 20,258 20,215 34,697

2009/08 資満200908.xlsm 期落額 276,964 25,249 19,797 19,573 19,532 33,881 20,096

2009/09 資満200909.xlsm 期落額 292,104 20,473 20,439 20,437 34,610 20,814 20,313

2009/10 資満200910.xlsm 期落額 290,074 19,845 20,282 34,450 20,547 20,184 25,828

2009/11 資金満期1010.xls 期落額 ######## 28,125,646,459 44,999,965,469 26,724,576,684 25,890,660,328 33,688,753,960 28,962,431,729

0.90%

0.80% 

0.72% 

0.65% 

0.60% 

前月
実績末残

当月中

+新規額 ▲期落額

▲推定プリペイ額

当月末

当月
実績末残

当月
理論末残

金額

時間

MURCツール
プリペイメント率
の推定ロジック
（イメージ）

イメージ
（数値等は仮設例）

 定期預金・貸出金の各商品区分について、利用可能データに基づいて、プリペイメント率の過去実績を類推するロジックを構築します。

 例えば定期預金は、資金満期ラダーを時系列比較し、成行残高と実績残高との差異を、中途解約額であると類推します。
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5. 預貸プリペイメント率 計測支援 （3）モデルによる将来予測

市場金利の将来見通し
（シナリオを任意にセット）

中途解約率

0.00
0.20

0.40
0.60

0.80
1.00

1.20

0 6 12 18 24 30 36
経過期間（月）

3

Y

金

利

（
％

）

低金利-0.3％ ｲﾝﾌﾟﾗｲﾄﾞﾌｫﾜｰﾄﾞﾚｰﾄ 高金利+0.3％

0.00

0.10

0.20

0.30

0.40

0 6 12 18 24 30 36
経過期間（月）

中

途

解

約

率

（
％

）
低金利-0.3％ ｲﾝﾌﾟﾗｲﾄﾞﾌｫﾜｰﾄﾞﾚｰﾄ 高金利+0.3％

定期預金3年による分析事例

 分析者設定シナリオ
 IRRBBの6シナリオ /等

イメージ
（数値等は仮設例）

 モデルに、説明変数の将来見通しをセットすることで、プリペイメント率の将来見通しを行います。イールドカーブ変動時のプリペイメント率
の感応度分析等にも活用します。
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6. 動態B/SによるNII分析手法 構築支援 （1）旧来ALMとの相違点

資金収益NII＝資金運用収益－資金調達費用

 金利変動による現在価値の下落リスク（VaR等）を重視する旧来ALMだけでは、金利変動による期間損益の推移と変動リスクについての
分析・検証は不十分となります。

 動態B/Sとは、過去の金利等の外部環境の変化に対してB/Sが受ける影響を回帰モデル化し、将来シナリオ下における将来B/Sを動態的
に予測する取組みです。

現在価値アプローチ

期間損益アプローチ

変動金利貸
120

債券
70 自己資本等

流動性預金
200

固定金利貸
150 定期預金

120

資金需要の減退
固定金利シフト

評価損益
預超額の制約

定期シフト
預金流出

新しいALM －動態B/S・NII分析－

債券
100 自己資本等

変動金利貸
200

流動性預金
250

固定金利貸
100 定期預金

100

変動金利貸
200

債券
100 自己資本等

流動性預金
250

固定金利貸
100 定期預金

100

現在B/Sのまま
横置き

金利が変動した際に
現在B/Sから生じる
現在価値の下落リスク

将来シナリオ

蓋然性の高い
シナリオ

VaR
BPV

センシティビティ
シナリオ等

金利が変動した際に将来
B/Sが生み出す資金収益
の水準と変動リスク

NII
総合損益

旧来ALM

バランスシート B/S

現在B/S

将来B/S（動態B/S）

現在B/S
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6. 動態B/SによるNII分析手法 構築支援 （2）NIIを利用したALM高度化

①目標ギャップ分析 ②施策検討シミュレーション ③モニタリング

N
II

金利パラレルシフト

目標収益水準とのギャップを把握
⇒科目別に要因分解

制約
条件

対応
施策案

施策別のNII予測
⇒リスク・リターンを比較検討

債券デュレーション
預貸金コントロール経営目標資金収益水準

シナリオ1NII

N
II

シナリオ2NII

時系列

GAP NII中央値

施策1

成行

施策2

定例的NII予測（月次）
⇒時系列変化を比較分析
⇒当初目標水準とのギャップ分析

N
II

金利パラレルシフト

NII中央値

前期

前月

当月

目標水準

多様なシナリオ
に基づく分析

NIIと評価損益のバランス
による比較検討

金利見通し変化による
将来NIIカーブの変化

 NIIは、ALMにおける「①目標ギャップ分析」「②施策検討」「③モニタリング」の各プロセスで活用することが可能です。

 マイナス金利下の不透明な金融経済環境では、目標ギャップ分析において、多様な将来金利シナリオに基づいて将来の影響度を分析して
おくことが特に重要です。
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6. 動態B/SによるNII分析手法 構築支援 （3）構築支援プログラム

総合損益

シナリオの設定 動態B/Sの予測

［
計
測
の
流
れ
］

金利シナリオ
イールドカーブ

主要経済指標 円
貨

銀
行
勘
定
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト

（B/S）

NII計測

預貸
NII

資
産

ローン

債券

株式

市場運用

事業貸出

動態B/Sモデル

有価証券
明細別モデル

（横置き）

その他

銀行金利
モデル

市場金利
を
適用

貸出NII
（貸出金利息）

債券NII
（有価証券利
息配当金）

負
債

流動性預金

定期預金

市場調達

その他

動態B/Sモデル

（横置き）

銀行金利
モデル

預金NII
（預金利息）

NII・総合損益の計測結果

債券関連損益

NII

複数シナリオの設定 【受動資産負債】 預貸モデル ALMにおける活用

NII予測

将来10年間
のNII推移

NIIカーブ

各シナリオで
市場金利が
即時パラレル
シフトした場合
のNIIの金利感
応度を可視化

【能動資産】 有価証券モデル

 99%タイル損失をモニタリングする経済価値アプローチだけでは、有益なALM議論は困難です。将来シナリオ下のB/SとNIIを見通す期間
損益アプローチ ［動態B/SによるNII分析］を併用するべく、貴行版の手法・ツールを構築します。
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お問い合わせ

コンサルティングのご依頼・ご相談は、以下のボタンをクリックください。

お問い合わせページに移動しますので、必要事項を記入ください。

―本資料のご利用に際して ―

 本資料は、信頼できると思われる各種データに基づいて作成されていますが、当社はその正確性、完全性を保証するものではありません

 また、本資料は、作成者の見解に基づき作成されたものであり、当社の統一的な見解を示すものではありません

 本資料に基づくお客様の決定、行為、およびその結果について、当社は一切の責任を負いません。ご利用にあたっては、お客様ご自身でご判断くださ
いますようお願い申し上げます

 本資料は、著作物であり、著作権法に基づき保護されています。著作権法の定めに従い、引用する際は、必ず、出所：三菱UFJリサーチ&コンサルティ
ングと明記してください

 本資料の全文または一部を転載・複製する際は著作権者の許諾が必要ですので、当社までご連絡ください

本資料に関する問い合わせ先： 三菱UFJリサーチ&コンサルティング株式会社 コンサルティング事業本部 https://www.murc.jp/inquiry/

https://reg18.smp.ne.jp/regist/is?SMPFORM=nekf-ldkgpe-1648b29f41f462760deaee4cdc248144

お問い合わせはこちら

https://www.murc.jp/inquiry/
https://reg18.smp.ne.jp/regist/is?SMPFORM=nekf-ldkgpe-1648b29f41f462760deaee4cdc248144
https://reg18.smp.ne.jp/regist/is?SMPFORM=nekf-ldkgpe-1648b29f41f462760deaee4cdc248144
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当社概要

三菱UFJリサーチ&コンサルティングは、三菱UFJフィナンシャル・グループ（MUFG）のシンクタンク・コンサルティングファームです。

東京・名古屋・大阪を拠点に、国や地方自治体の政策に関する調査研究・提言、民間企業向けの各種コンサルティング、経営情報サービス

の提供、企業人材の育成支援、マクロ経済に関する調査研究・提言など、幅広い事業を展開しています。

当社コンサルタントによる知見発信

BSテレビ東京特別番組
「日本はこうなる!?
～2024年を生き抜くビジネス戦略～」

（2023年冬）

当社コンサルタント出演のテレビ番組

https://www.murc.jp/kounaru_2024/

出版物 （一部抜粋）

https://www.murc.jp/library/publication/

https://www.murc.jp/library/report/

コンサルティング
レポート

Quick
経営トレンド

オンラインセミナー
過去動画

WEB上での情報発信

https://www.murc.jp/library/tags
/tag_593/

https://www.murc.jp/information/se
minar/w_230414/

会社概要はこちら
https://www.murc.jp/corporate/about/

https://www.murc.jp/kounaru_2024/
https://www.murc.jp/kounaru_2024/
https://www.murc.jp/library/publication/
https://www.murc.jp/library/report/
https://www.murc.jp/library/report/
https://www.murc.jp/library/tags/tag_593/
https://www.murc.jp/information/seminar/w_230414/
https://www.murc.jp/library/tags/tag_593/
https://www.murc.jp/information/seminar/w_230414/
https://www.murc.jp/corporate/about/
https://www.murc.jp/corporate/about/
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ASEAN地域におけるコンサルティングサービスネットワーク

 当社はかねてよりアジアを重点市場としてとらえ、ASEANの3か所に拠点をもって、コンサルティングサービスを提供しています

 2021年2月に国際会計事務所グループである「SCS-Invictus Holdings Pte. Ltd.」と覚書を締結し、幅広い領域で、お客様のニーズにあ

わせて現地でサポートできるような体制としています



  

三菱UFJリサーチ&コンサルティング株式会社

www.murc.jp/
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